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さいたま文学館企画展「『桃太郎侍』生みの親 

山手樹一郎の世界」について 
 

 さいたま文学館では、１月 15 日（土曜日）から、企画展「『桃太郎侍』生みの親 山

手樹一郎の世界」を開催します。この展覧会では、『桃太郎侍』などの作品で喝采を

博した山手樹一郎を取り上げます。山手の執筆活動や周辺作家との交流、そして映画

やテレビなど当時のメディア状況にも目を配った全国初の企画展を開催します。 

 また、会期中に関連事業として映画上映会や記念講演会、スペシャルトークイベン

トなどを実施します。 

 

● 企画展の概要 

 １ 趣 旨 
   山手樹一郎という作家を、ご存知でしょうか。テレビドラマ時代劇『桃太郎侍』

の原作者といえば、合点がいく人もいるかもしれません。 

   〈明朗時代小説〉というジャンルを確立した山手は、太平洋戦争時下に『桃太

郎侍』で注目を浴びると、戦後には『夢介千両みやげ』や『遠山の金さん』など

で大衆読者から爆発的な喝采を博します。その生涯で 800 以上の作品を執筆し、

映画やテレビなど、あらゆるメディアを超越して八面六臂の活躍を見せました。 

   今回の企画展は、〈明朗時代小説〉で一世を風靡した山手の執筆活動を明らか

にしながら、周辺作家（中里介山・直木三十五・吉川英治・江戸川乱歩・山本周

五郎・長谷川伸など）の動向や交流、そして当時のメディア状況にも目を配った

全国初の展覧会です。 

 

 ２ 会 期 
   令和４年１月 15 日（土曜日）～３月６日（日曜日） 

   ※休館日：月曜日、１月 25 日（火曜日）、２月 22 日（火曜日） 

 

 ３ 会 場 
   さいたま文学館 企画展示室および常設展示室 

   所在地：桶川市若宮１－５－９ 

   交通：JR 高崎線桶川駅西口から徒歩５分 
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 ４ 開館時間 
   10 時～17 時 30 分（観覧受付は 17 時まで） 

 

 ５ 観 覧 料 
   一般 210 円 高校生・大学生 100 円 

   （中学生以下・障害者手帳をお持ちの方とその介助の方１名は無料） 

 

 ６ 展示構成 
   イントロダクション 

   Ⅰ 誕生・編集者時代 

   Ⅱ 専業作家時代・戦時下 

   Ⅲ 占領下・躍進時代 

   Ⅳ 昭和 30 年代・氾濫時代 

   Ⅴ 大家時代・逝去 

   Ⅵ 華麗なる井口一族 

 

 ７ 関連事業 
   （１）映画上映会 

     日時：1 月 16 日（日曜日）14 時～16 時 

     内容：「八幡鳩九郎」（山手樹一郎原作・松平健 主演・昭和 56 年） 

     会場：文学ホール（さいたま文学館内） 

     料金：参加費無料 

     申込：さいたま文学館へ申込み（先着順） 

        電話（048-789-1515）受付時間帯：10 時～18 時 

（２）記念講演会 

日時：1月 22 日（土曜日）14 時～15 時 30 分 

     内容：「貸本界の帝王・山手樹一郎」 

     講師：藤井淑禎 氏（立教大学名誉教授）  

会場：文学ホール（さいたま文学館内） 

     料金：参加費無料 

     申込：さいたま文学館へ申込み（先着順） 

        電話（048-789-1515）受付時間帯：10 時～18 時 

（３）スペシャルトークイベント 

     日時：2 月 5日（土曜日）14 時～15 時 

     内容：『桃太郎侍』の撮影秘話や時代劇について、お話いただきます。 

     講師：高橋英樹 氏（俳優） 

     会場：桶川市民ホール大ホール（さいたま文学館と同じ建物内の施設） 

     料金：全席自由。前売 1,000 円、当日 1,200 円 

     申込：桶川市民ホールチケットセンターへ申込み（先着順） 

        電話（048-789-1513）受付時間帯：10 時～18 時 

        ネット販売 http://hall-okegawa.jp/ 
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８  特別協賛・協力 
 （１）特別協賛 

   山手樹一郎記念会、井口幸陽、井坂洋子、石塚明子 

 （２）協力 

   青梅市吉川英治記念館、池波正太郎記念文庫、伊丹十三記念館、大阪府立中央

図書館国際児童文学館、大佛次郎記念館、鎌倉文学館、株式会社グループカン

パニー、株式会社埼玉新聞社、株式会社山陽新聞社、株式会社集英社、株式会

社春陽堂書店、株式会社テイチクエンタテインメント、株式会社博文館新社、

株式会社ＭＡＮＧＡ ＲＡＫ（漫画楽）、株式会社三波クリエイツ、県立神奈

川近代文学館、公益財団法人三康文化研究所附属三康図書館、公益財団法人日

本近代文学館、国立科学博物館、国立国会図書館、五柳書院、埼玉県立熊谷図

書館、埼玉県立歴史と民俗の博物館、時代衣装なかがわ、田端文士村記念館、

豊島区、豊島区立郷土資料館、直木三十五記念館、那須塩原市那須野が原博物

館、日本映画放送株式会社、羽村市郷土博物館、満寿屋、丸亀市、丸亀市観光

協会、メリーランド大学ゴードンＷ.プランゲ文庫、山梨県立文学館、立教大

学江戸川乱歩記念大衆文化研究センター、龍ケ崎市歴史民俗資料館 

   秋山亮二、植村鞆音、遭坂剛、尾崎絵里子、オノ・タコ、川島幸希、桑原典子、

田島五郎、俵谷美奈子、中祐一郎、林利根、平井憲太郎、藤井淑禎、三波美夕

紀、宮澤史彦、吉川英明 

 

 ９ その他 

   関連事業の定員については、現在のところ、通常の施設定員により受け付け 

ていますが、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、変動することがありま 

す。また中止の場合もあります。ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

 


